
















心理劇は､テーマやス トー リー の骨組みは決
められているがシナリオはなく､班のメンバー
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じめのゲーム｣を行った後､テーマ ｢トイレの
しつけ｣と劇の仕方について説明を聞き､グルー








表 1 学習活動と評価規準 写真 1 心理劇の様子
学 習 活 動 評 価 規 準 時数①はじめのゲームとして､自立じゃんけん､･はじめのゲームを通して他の生
徒と積極的にかかわることがで1門番､空気のボール
を行うo きるo(関心.意欲 .態度)②オリエンテーション ･乳幼
児の心身の発達と生活について理解しているoテーマの
発表と劇の仕方の説明を行う○ (知識 .理解)【テーマ.トイレのしつけ】 ･心理
劇に意欲を持って取り組み､テーマに関して､グループ③グループに分かれ､配役決めを行うo で協力
してまとめ､表現できるo(関心.意欲.態度)(技能.秦④
ス トー リー とおおよその台詞決めを行う 現)(思考.判断)⑤各グループでリハーサルをする○⑥みんなの前 劇を演じるo⑦ に演じた感想を話す○⑧気づいたこ をまとめ､記述する
○ ･心理劇を終えて気づいたことを表現できるo(技能 .表現)①乳幼児の不適応行動について学ぶo 乳幼児の不適応行動について､内容と
その原因を理解している○1②オリエンテーション (知識 .理解)テーマ
の発表をする○ ･前時の経験を生かし､意欲を持ってテーマに取り組み､グルー【テーマ.不適応行動をする子どもに プで協力してまとめ
､表現できるo(関心.意欲 .態度)(技能 .秦どう按するか】 現)(思考.
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表 12のA､G､表 13のF､Ⅰ､L､表 1

























































じれたような気がしますoH(女子) 覚えていない○I( 子) 子ども-の言葉掛けを自
分たちなりに考えて行えたので良かつたo∫(女子) 回答なしK トイレのしつけとか､すごく難しいことだけど､楽しくできたと思います




































づき｣の重要性を理解し､ ｢親の役割｣や｢子ども- 対応の仕方｣ を考えることができ る
ことが明らかとなった｡ 他者を演ずるという自
発的な活動を通しての気づきから､自己と他者
綿引 ･河岸 :高等学校家庭科 ｢保育｣の授業で活用した心理劇の効果と課題 91
れることで､友人たちと意見を出し合い､とも
に考えてつくり上げていく学びの楽しさを実感
していた｡
心理劇を授業でより効果的に用いる際の留意
点としては､次のことが明らかとなった｡
･ ｢子ども-の対応の仕方｣を具体的に考えら
れるテーマを設定する｡
･乳幼児の心身の発達の一部を学ぶことで発
達全体-の関心が広がるテーマを設定する
ことが大切である｡また､保育体験等と組み
合わせることによって､ ｢乳幼児の心身の発
達｣を学ぶこと-の関心を高めることができ
ると考えられる｡
･学習のねらいに基づいて､事前､事後学習を
組み合わせて心理劇を設定するとより効果
的である｡
･本研究では､3回心理劇を行ったが､心理劇
は1回だけでなく､複数回行うことにより､
よりその効果を高めることができる｡1回で
は､心理劇を行ったことに対する感想に留ま
る傾向がある｡少なくとも2回行うとよい｡
･心理劇を演じた後に､演じた様子を撮影した
ビデオを視聴し､その時の気持ちを振り返っ
たり､子どもや大人の言動の意味を再度考え
たりする活動を加えることで､他者-の対応
の仕方をより深く学ぶことができると思わ
れる｡
今後は､これらの留意点を取り入れ､より効
果的に心理劇を活用した保育の授業を検討し
ていきたい｡
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